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はじめに 

鋼の防食はインフラ鋼構造物の長寿命化のために大変重要である．その防食対策において，

現在 も多用されているのは塗装である．塗装は鋼材の表面が大気（酸素や水，塩化物イオ

ン等）と触れないように遮蔽する防食法であるが，塗装時の鋼表面（素地）の品質が重要で，

素地調整の良否がその後の防食機能に大きく影響する．そのため，素地調整では，黒皮や油

分等を除去するとともに，地金表面において塗膜のアンカー効果を期待するための適度な表

面粗さを確保することが求められており，通常，第 1 種ケレンであるブラスト処理が施され

る． 

また，再塗装においても，塩や残存錆，残留塗膜を完全に除去できるブラスト処理が要

求されることが多い．しかし，ブラスト処理では，現場施工時には劣悪な施工条件になるだ

けでなく粉塵飛散防止対策や騒音対策が必要となり，さらに大量に発生する研削材や旧塗膜

の回収と処理に多大な費用と労力がかかる等の問題がある。 

筆者は，広島大学の「高機能難加工材の製造・先端加工システム開発による革新的ものづ

くり研究拠点」プロジェクトの一つとして，レーザーの応用・適用技術に誘われ，長期間飛

来塩を受けて腐食した鋼板のレーザークリーニングの試験施行を行った．その結果，錆は昇

華・飛散し，残存塩分も検出されなかった．残留塩分が消失するというのは，極めて興味深

くかつ非常に魅力的に感じ，レーザーケレンについて検討したい旨を土木学会鋼構造委員会

へ提言，了承を得て本小委員会をスタートさせた．しかしながら，安全性はもちろん適する

レーザー照射条件や施工後の素地の品質等々，未解明かつ未検討な課題が山積している現状

を改めて認識することとなった． 

そこで，本小委員会では，1）レーザー照射形式と照射条件をパラメータとして，除錆度や

酸化皮膜などの表面の状態，表面粗さを調査すること，次に，2）レーザーケレン後の試験片

に塗装し，腐食促進試験および曝露試験による腐食進展状況を観察すること，の 2 課題に絞

り込むこととした．結果として，レーザーケレンの施工条件や効果については，十分とはい

えないものの，とくにパルスレーザーによるケレンについては将来につながる有用なデータ

を提供できたと考えている．今後の実用化に向けて活用していただければ幸甚である． 

本委員会活動にあたり，供試体の製作については川田工業（株）および日本ペイント（株），

関西ペイント(株)，レーザーケレンについては（株）IHI 検査計測およびフルサト工業（株），

また，塗装および耐久性試験については日本ペイント（株），関西ペイント（株）および大日

本塗料（株），さらに，曝露試験場を提供戴いた（一財）土木研究センターの多大なご支援，

ご協力を賜りました．ここに，深く感謝致します．また，北根幹事長をはじめ委員の方々お

よび関係各位のご協力に深く感謝致します． 後に，委員長の不手際から委員会活動期間終

了後も，報告書のまとめ作業や報告会の開催が大変遅くなってしまい，小委員会のみならず

鋼構造委員会の関係諸氏に大変なご迷惑をおかけしてしまいました．ここに，記して深くお

詫び致します． 

土木学会鋼構造委員会 

鋼構造委員会 レーザーによる鋼構造物表面の素地調整技術検討小委員会 

委員長 藤井 堅 
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